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選
者
が
過
去
最
多
の
２
５

党
税
制
改
正
大
綱
が
昨
年

委
員
長
か
ら
は
、
後
援
会

Ｆ
Ｃ
か
ら
彼
の
兄
が
監
督

　

人望
”

　　　　　　　　　　　　　　　　

．『

　

信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　

２
人
で
・
当
選
率
は
ｍ
・
１２
月
塾
日
に
閣
議
決
定
さ

組
織
の
強
化
と
更
な
る
活

を
す
る
鈴
鹿
ポ
ィ
ン
ト
ゲ

　

済

　　　　　　　　　　　　

醐

臓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　

・

　　　　

連
に
お
け
る
国
会
議
員
へ

　

理
士
の
業
務
環
境
」
、
「納

「全
国
後
援
会
活
動
活
性

ー
が
あ
っ
た
が

「と
に
か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

上
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ど
、
１３
項
目
の
見
直
し
事

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

横
浜
Ｆ
Ｃ
在
籍
時
の
２
０

　

日
税
政
は
１
月
１３
日
、
正
副
会
長
会
（太
田
直
樹
て
開
催
し
た
＝
写
真
。

　

嫌
区
炎
逢
せゴーゴー自
決
選
挙
た
。

　　　　　　　

項
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
２
１
年
は
リ
ー
グ
戦
出
場

第
４
回
幹
事
会
（渡
遣
輝
会
長
）
を
参
議
院
議
員
会

　

会
議
で
は
、
第
２６
回
参
で
は
、
日
税
政
推
薦
候
補

　

秋
山
典
久
政
策
委
員
長

っ
た
。

　　　　　　

を
注
視
し
つ
つ
、
決
定
す
時
間
わ
ず
か
１
分
。
こ
れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

領
収
書
に
つ
い
て
は
、
紙

落
し
て
相
撲
を
取
る
よ
う

　

．盤

　　

〆～
旨

，
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　

羅

」
参
院
選
に
向
け
て
の
具
体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ず
、
電
磁
的
記
録
に
よ
る

富
士
の
よ
う
に
這
い
上
が

　　

を
総
．

　　　　　　　　　

を
行
う
と
し
た
。

　　

４
年
度
税
制
改
正
法
案
が

日
、
令
和
４
年
度
税
制
改

画
の
申
請
期
限
等
の
延

１
日
か
ら
、
令
和
５
年
１２

で
大
リ
ー
グ
時
代
も
含
め

　

１
１
黙

　　　　

ふき

　　　

＝
＾
て

　

唖

　　

齢

三

　

－
選

冥
・
・
呈

ロナ
イ
ル
ス

藁
・
た
。
・
月
管
に
樽
“
＃
叢
援
．
の
‘
議
行
は

．
１
ス

榛
の
“
．

擾
￥

　　　　　　

‘

瞳

．
ご

　　　

ー
漁

　

り
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
第
で
ぁ
る
ォ
》

ロ
ン
株
へ
法
等
の
－部
改
正
な
ど
の
わ
れ
る
。

　　

を
可
能
と
す
る
宥
恕
措
置
た
。
日
本
球
界
復
帰
後
は

　　　　　　　

潮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．ｉ
ー
．，
税
制
改
正
法
案
を
通
常
国

　

日
税
政
は
、
引
き
続
き

を
設
け
、
円
滑
な
制
度
移

６
勝
。
復
帰
直
後
在
籍
し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

常
連

く

し

い
引
な

　

に

　　

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促

　　　　　　　　　　

ま
た
、
国
税
庁
が
昨
年

ま
り
。
こ
の
時
点
で
引
退

　　　

，．

　　　　　　

度
幕
が

　

で
よ
の
申

　

さ
日
り

　

る
る
出

　

な
的
て
（
要

不
算
入
制
度
の
適
用
期
限

に
お
い
て
、
電
子
デ
ー
タ

る
。

借
り

「喝
′
．」
（藤
田
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

齢
５４
に
し
て



税
理
士
制
度
推
進
議
達

　

、

　

立
憲
民
主
が
総
会
開
催

日

　

本

　

税

　

政

　

連令和４年（２０２２年）２月１日 （火曜日）

立
憲
民
主
党
は
１
月
２５

日
、
衆
議
院
第
二
議
員
会

館
（千
代
田
区
）
に
お
い

て
「税
理
士
制
度
推
進
議

員
連
盟
」
（会
長
＝
海
江

田
万
里
衆
院
議
員
）
総
会

を
開
催
し
、
日
税
政
か
ら

は
太
田
直
樹
会
長
を
は
じ

め
副
幹
事
長
が
、
日
税
連

か
ら
は
神
津
信
一会
長
ら

役
員
が
出
席
し
た
＝
写

真
。太
田
会
長
は
冒
頭
、
今

通
常
国
会
に
法
案
が
提
出

さ
れ
る
税
理
士
法
改
正
に

つ
い
て
「立
憲
民
主
党
の

議
員
を
は
じ
め
、
多
く
の

国
会
議
員
に
ご
理
解
を
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

る
」
と
謝
辞
を
述
べ
る
と

共
に
、
国
政
選
挙
へ
の
対

応
に
つ
い
て
「今
年
実
施

さ
れ
る
参
議
院
議
員
選
挙

に
お
い
て
も
、
単
位
税
政

連
・税
理
士
に
よ
る
後
援

′

　　　　　

．▲、、

　　

．ｈ．・‐▼

喜 憂 ′－
′

　

　　　　

　

　

　　

　　
　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

　　

　

　

　

　

　

　

　

鋤

　　　　

甲

　　

　

　

　

　
　

会
が
中
心
と
な
り
、
力
強

い
選
挙
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。総
会
で
は
、
高
橋
俊
行

日
税
連
専
務
理
事
よ
り
、

税
理
士
法
改
正
と
令
和
４

年
度
税
制
改
正
に
お
け
る

最
重
要
建
議
・要
望
項
目

　　
　
　
　

　　　
ぬ諺
　　
　　　　　

で
あ
る
「適
格
請
求
書
等

保
存
方
式
の
見
直
し
」
及

び
「
「災
害
損
失
控
除
」

の
創
設
等
」
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
っ
た
。

出
席
し
た
国
会
議
員
か

ら
は
「税
理
士
法
改
正
の

内
容
は
良
く
理
解
し
て
い

る
。
法
改
正
に
向
け
、
議

連
と
し
て
も
し
っ
か
り
後

押
し
し
て
い
き
た
い
」
や

「自
然
災
害
が
頻
発
す
る

中
、
被
災
者
の
経
済
的
被

害
を
税
制
で
支
援
す
る
災

害
損
失
控
除
の
創
設
趣
旨

は
良
く
理
解
出
来
る
。
今

後
と
も
強
く
主
張
し
て
い

き
た
い
」
と
い
っ
た
意
見

が
出
た
。

当
日
は
、
立
憲
民
主
党

か
ら
近
藤
昭
一議
連
幹
事

長
（愛
知
３
区
）
、
道
下

大
樹
議
連
事
務
局
長
（北

海
道
１
区
）
、
小
宮
山
泰

子
議
達
幹
事
長
代
理
（比

例
北
関
東
）
を
は
じ
め
、

多
数
の
議
員
が
出
席
し
、

日
税
政
・日
税
連
の
意
見

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。
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イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
見
直
し
に
向
け
て

自
民
議
連
が
勉
強
会

昨
年
１２
月
２１
日
、
衆
議

院
第
二
議
員
会
館
（千
代

田
区
）
に
お
い
て
、
自
民

党
税
理
士
制
度
改
革
推
進

議
員
連
盟
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
勉
強
会
（座
長
＝
西
田

昌
司
議
員
）
が
開
催
さ
れ

た
＝
写
真
。

日
税
政
か
ら
は
、
渡
遷

輝
男
幹
事
長
、
秋
山
典
久

政
策
委
員
長
、
吉
川
裕
一

国
対
委
員
長
が
、
日
税
連

か
ら
は
高
橋
俊
行
専
務
理

事
、
平
井
貴
昭
調
査
研
究

部
長
が
出
席
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
勉
強

会
は
、
昨
年
１１
月
２６
日
に

開
催
さ
れ
た
自
由
民
主
党

議
員
連
盟
総
会
に
お
い

て
、
議
連
内
に
「イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
勉
強
会
」
を
設

立
し
、
制
度
の
勉
強
を
進

め
た
い
旨
の
提
案
が
あ
り

承
認
さ
れ
た
も
の
。

当
日
は
、
勉
強
会
座
長

の
西
田
昌
司
参
院
議
員

（京
都
府
選
挙
区
・議
連

幹
事
長
）
、
同
事
務
局
長

の
う
え
の
賢
一郎
衆
院
議

員
（滋
賀
２
区
・議
達
事

務
局
長
）
、
同
顧
問
の
古

屋
圭
司
衆
院
議
員
（岐
阜

５
区
）
、
同
事
務
局
次
長

の
佐
藤
啓
参
院
議
員
（奈

良
県
選
挙
区
）
な
ど
、
多

数
の
国
会
議
員
が
出
席
し

た
他
、
財
務
省
、
中
小
企

業
庁
及
び
デ
ジ
タ
ル
庁
の

各
省
庁
担
当
者
が
同
席
し

た
。財
務
省
か
ら
は
イ
ン
ポ

イ
ス
制
度
の
説
明
が
、
中

小
企
業
庁
か
ら
は
イ
ン
ポ

イ
ス
制
度
の
周
知
や
支
援

の
取
り
組
み
状
況
が
、
デ

ジ
タ
ル
庁
か
ら
は
電
子
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
説
明
が

あ
っ
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
勉
強

会
で
は
、
各
種
団
体
に
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
進
め
る

予
定
。
ま
た
、１
月
１８
日
に
は
、

日
税
政
役
員
ら
が
イ
ン
ポ

イ
ス
制
度
勉
強
会
事
務
局

次
長
の
佐
藤
啓
議
員
と
面

会
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
関
す
る
日
税
政
・
日

税
連
の
要
望
を
説
明
し

た
。
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　入 は じ に 資 あ は ら っ品

　

０が 雨 い いｉ

る
。
平
成
の
地
震
で
元
の
木
阿
漏
り
防
止
用
シ
ー
ト
が
訓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

　　
　

　　　　　

　

　　　　　　　

、
ｏ

　　　　

．

　　　

・

　　　　　

ず

　　　　　　　

こ
ｏ

　　

…

霧
緯
三

どが専門家としての要件とも 訪 れａｌ宝署
きき〆芽ａ

　

ヤ．
・

　

．

　　

． ●

　　　　　　　　　　　　　　　

ｏ

　

き

　　　　　　　

．・

　　　　

．

　　　

・

門家．責住を果たすための」っの手段と．〆キ三一・

お赤

　

めもてい

２８
年
の
熊
本
地
震
で
は
弥
。
電
気
・水
道
・ガ
早
々
に
売
り
切
れ
た
。

全
国
か
ら
の
義
損
金
、
ス
の
順
に
復
旧
し
た
簡
易
コ
ン
ロ
さ
え
も
品

労
務
に
対
し
心
か
ら
感
が
、
ガ
ス
の
復
旧
に
は
切
れ
と
は
意
外
で
あ
っ

謝
致
し
ま
す
。
大
規
模
４０
日
を
要
し
た
。
当
然
た
。
商
品
が
店
頭
か
ら

な
墾
犀
遭

　

自
然
災
害
へ
の

消
え
る
原
因
は

遇
す
る
と
直

　

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

　

交
通
堕
で
あ

接
の
被
災
者

　　　　　　　　　　　　　　

り
、
救
援
物
資

に
な
ら
な
く

　　　　

南
九
州

　

且外
商
－

　

－秀
夫
ハ

さ
え
被
災
地
に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

さ
え
被
災
地
に

・
に
な
ら
な
く

ー
て
も
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
の
よ
う
に
販
売
店
か
ら
届
か
な
い
期
間
が
生
じ

ー
る
面
に
不
便
が
生
じ
ま
ず
飲
料
水
、
惣
菜
、
た
。
量
販
店
の
損
壊
は

ー
る
。
私
の
体
験
記
で
あ
次
に
保
存
・イ
ン
ス
タ
著
し
く
、
普
通
に
購
入

ー
る
が
、
災
害
未
体
験
の
ン
ト
食
品
の
う
ち
主
食
可
能
と
な
っ
た
の
は
数

ー
方
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
代
替
品
が
消
え
た
。
自
か
月
後
で
あ
っ
た
。
日

い
で
あ
る
。

　　　　

販
機
の
水
、
緑
茶
は

電
気
・水
道
・ガ
ス
日
品
切
れ
表
示
と
な
っ

販
機
の
水
、
緑
茶
は
翌
ご
ろ
か
ら
の
備
え
の
必

要
性
を
痛
感
し
た
。

　　　　　　　　　　　　

　　　　

名
古
屋
税
理
士
政
治
連
盟

大
塚
耕
平
後
援
会
は
昨

年
１２
月
４
日
、
Ｗ
ｅ
ｂ
配

信
に
よ
り
「電
子
イ
ン
ポ

イ
ス
で
変
わ
る
日
常
」
と

題
し
て
、
大
塚
耕
平
参
院

議
員
（国
民
・愛
知
県
選

挙
区
）
と
デ
ジ
タ
ル
庁
よ

り
招
い
た
ゲ
ス
ト
、
そ
し

て
当
後
援
会
役
員
を
交
え

て
会
員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
＝
写
真
。

当
後
援
会
で
は
、
会
員

向
け
・
一般
納
税
者
向
け

セ
ミ
ナ
ー
を
毎
年
開
催
し

て
き
た
が
、
こ
こ
２
年
の

コ
ロ
ナ
禍
で
、
従
来
の
活

動
が
制
限
さ
れ
会
場
開
催

は
断
念
し
て
い
た
。
し
か

し
、
会
員
向
け
の
セ
ミ
ナ

ー
は
一昨
年
に
引
き
続
き

Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
で
開
催
し
、

活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

当
日
は
、
大
塚
議
員
が

普
段
利
用
し
て
い
る
東
京

と
名
古
屋
の
ス
タ
ジ
オ
を

つ
な
ぎ
、
ま
る
で
テ
レ
ビ

を
観
る
か
の
よ
う
な
映
像

を
会
員
事
務
所
等
に
配
信

し
、
７３
人
が
視
聴
し
好
評

で
あ
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
中
に
は
、
チ

ャ
ッ
ト
機
能
で
視
聴
者
か

ら
質
問
を
受
け
、
進
行
中

に
議
員
た
ち
が
回
答
を
す

る
と
い
う
よ
う
な
Ｗ
ｅ
ｂ

な
ら
で
は
の
や
り
取
り
も

見
ら
れ
た
。

ま
た
、
打
ち
合
せ
の
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
で
も
、
議
員
本

人
が
議
員
会
館
や
移
動
先

か
ら
参
加
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
の
逆

境
で
、
逆
に
議
員
と
の
連

携
が
密
に
な
っ
て
い
る
と

実
感
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

ー：税理士事務所と関与先を守る安心の補償；

税理士職業賠償責任保険

加入のおすすめ
資料請求先（株）日税連保険サービス
〒１４１‐００３２東京都品川区大崎１‐１１－８日本税理士会館５階
電話０１２０‐３２０‐９１２

　

ＦＡＸ０３‐５４３５‐０９０７

ホームページＬ罰 痴 囲１曜扇も
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ｗｗｗ．ｚｅｉｒｉｓｈｉ－ｈｏｋｅｎ．〔ＯＪＰ

収
束
後
も
、
会
員
利
便
に

適
う
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
・
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
は
、
積
極
的
に
継

続
し
て
い
き
た
い
。
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。

　　　　

良
い
一部
の
企
業
に
限
ら
れ
務
所
の
在
り
方
も
大
き
く
変
ゎ
の
科
目
に
ぉ
い
て
は
、
現
状
の

　

鞘こ
後
援
会
が
設
立
総
会
開
催

　

び
中
小
企
業
の
発
展
の
た

　

の
好
循
環
の
実
現
」
「経
済
社

　

日
税
連
の
令
和
４
年
度
税
制

　

税
理
士
業
務
の
電
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等
を
さ
れ
た
に
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い
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％
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影
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判
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に
お
い
て
設
備
又
を
改
正
し
て
い
く
こ
と
に
よ

　　

ヮ
－Ｅフ
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懇
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催
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新
た
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の
議
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日本税理士政治連盟は、３００を １後援会長のそれぞれから見た理想

　

超える国会議員等後援会を各地で１像、そして議員から税理士会や、

　

結成し、税理士会に理解のある議１後援会活動への感帆想や要望等をイ

　

員を応援している。 そして日ごろ

　

ｉ

　

ンタビューでうかがっている。

　

からの活発な後援会活動を通して１

　　

今回は、 自民党副幹事長、 内閣

　

議員との関係を深め、毎年の税制

　

ｉ

　

府大臣政務官等の要職を歴任し、

　

改正では積極的に陳情等を行い、 １現在は内閣総理大臣補佐官とし

　

税理士会の要望実現のための働き

　

ｉ

　

て、岸田政権を支える村井ひでき

　

かけを続けている。

　　　　　　　

１議員と税理士による村井ひでき後

　　

本紙では、全国の後援会活動を

　

言

　

援会の深淫邦光後援会長を招き・

　

更に活性化していくため、後援会１後援会の設立の経緯や現状、日常

　

が行なっている日常活動、議員・ １ 活動等をうかがった。

村
井
ひ

深
津
河
合
室
谷

澄省邦で
男吾光き

　

Ｍ自
民
党
衆
院
議
員
（埼
玉
１
区
）

：ヨ
ー税
理
士
に
よ
る
村
井
ひ
で
き
後
援
会Ｘ誉長

（司
会
）後
援
会
対
策
委
員
長

同
副
委
員
長

村井

　

英樹 （むらい・ひでき）

　

昭和５５年５月１４日埼玉県生まれ。
平成２４年衆議院議員に初当選。自民党副幹事長（自
民党史上最年少）、内閣府大臣政務官、国会対策副
委員長を歴任。

　

令和３年１０月より内閣総理大臣補佐官に就任。４１

歳４か月での就任は自民党政権史上最年少。

村井衆院議員

辞す弾きに嬰毅錘凄顧縄編議割藤薄檀

圏
後
援
会
長
で
あ
る
こ
と
は
誇
り

ー
ー
後
援
会
設
立
の
経
支
部
（埼
玉
県
）に
は
村
井
く
仲
間
は
増
え
て
き
て
お

緯
、
組
織
の
現
状
等
に
つ
議
員
と
選
挙
区
を
同
じ
く
り
ま
す
。

い
て
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
る
他
候
補
者
の
税
理
士

　

私
事
に
な
り
ま
す
が
、

す
。

　　　　　　　

に
よ
る
後
援
会
が
あ
り
、

平
成
１７
年
に
税
務
の
職
場

ニ
ニ

　

本
後
援
会
は
平
成
村
井
議
員
の
後
援
会
設
立
を
退
職
し
て
以
来
、
税
理

２９
年
７
月
６
日
に
設
立
さ
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
士
を
し
て
お
り
ま
す
。
仕

れ
、
現
在
の
会
員
数
は
６５
し
た
が
、
他
の
後
援
会
に
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

人
で
す
。
後
援
会
設
立
か
も
礼
を
尽
く
し
理
解
を
得
の
も
、
多
く
の
先
輩
・役

ら
私
が
後
援
会
長
に
就
任
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
員
の
皆
様
が
税
理
士
制
度

し
て
い
ま
す
。

　　　　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

の
維
持
・
発
展
に
ご
貢
献

村
井
議
員
は
、
財
務
省
浦
和
支
部
に
加
え
、
同
じ
い
た
だ
い
た
賜
物
で
あ

出
身
で
高
い
識
見
と
卓
越
選
挙
区
の
大
宮
・春
日
部
り
、
深
く
感
謝
し
て
お
り

し
た
行
動
力
が
あ
り
、
将
支
部
の
先
生
方
に
も
お
声
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
税
理

来
を
嘱
望
さ
れ
た
若
手
の
か
け
を
し
、
後
援
会
を
設
士
制
度
を
更
に
発
展
さ
せ

ホ
ー
プ
で
す
。
税
制
に
つ
立
し
ま
し
た
。
設
立
後
４
て
い
く
に
は
、
国
会
議
員

い
て
非
常
に
理
解
が
深
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
毎
の
先
生
方
の
ご
理
解
・ご

く
、
後
援
会
設
立
の
要
望
年
５
人
の
会
員
を
増
や
す
協
力
は
必
要
不
可
欠
で

は
当
選
直
後
か
ら
多
数
あ
目
標
を
達
成
し
て
お
り
、
す
。
税
理
士
制
度
に
深
い

り
ま
し
た
。し
か
し
、浦
和
着
実
に
応
援
し
て
い
た
だ
理
解
が
あ
る
村
井
議
員
の

後
援
会
長
で
あ
る
こ
と
は
財
務
省
出
身
で
、
国
税
方
面
で
後
援
会
設
立
に
向
会
主
催
の
行
事
だ
け
で
な
周囲ーｍ
後
援
会
の
行
事
が

は
、
私
の
誇
り
で
あ
り
、
調
査
官
の
経
験
や
、
主
税
け
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
く
、
関
東
信
越
税
理
士
会
盛
り
沢
山
な
の
は
、
深
津

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

　　

局
に
も
勤
務
し
た
こ
と
も
設
立
し
て
い
た
だ
き
ま
し
浦
和
支
部
が
参
加
し
た
、
先
生
の
お
陰
で
す
。
後
援

…園
田

　

後
援
会
の
皆
様
に
あ
り
ま
す
。
国
税
調
査
官
た
。
深
津
先
生
に
は
感
謝
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
０
マ
会
か
ら
何
か
ご
要
請
が
あ

は
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
と
主
税
局
の
両
方
の
経
験
し
か
な
い
で
す
。

　　　

ラ
ソ
ン
に
も
参
加
し
て
く
れ
ば
、
そ
れ
に
は
必
ず
応

て
お
り
、
あ
り
が
と
う
ご
が
あ
る
現
職
国
会
議
員

　

国
会
議
員
に
は
、
そ
れ
だ
さ
り
、
一緒
に
走
っ
て
え
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま

ざ
い
ま
す
。
深
津
後
援
会
は
、
恐
ら
く
い
な
い
と
思
ぞ
れ
当
選
前
に
地
方
議
員
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　

す
。
税
理
士
の
先
生
方
と

長
か
ら
も
コ
メ
ン
ト
が
あ
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
や
、弁
護
士
ム
＝社
勤
務
等

　

後
援
会
員
に
は
、
メ
ー
交
流
す
る
機
会
が
多
数
あ

り
ま
し
た
が
、
私
の
選
挙
味
で
、
「税
」
に
は
特
別
の
職
歴
が
あ
る
と
思
い
ま
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
を
お
る
こ
と
は
私
に
と
っ
て
も

区
内
に
別
の
議
員
の
税
理
な
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
し
す
が
、私
の
場
合
は
、税
の
願
い
し
、
書
面
会
議
等
の
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
税

士
に
よ
る
後
援
会
が
あ
り
た
し
、
税
理
士
会
・税
理
世
界
が
社
会
人
生
活
の
基
事
業
運
営
に
利
用
す
る
理
士
の
先
生
方
と
お
話
す

ま
し
た
。
税
理
士
の
先
生
士
の
先
生
の
力
に
な
り
た
礎
と
な
る
も
の
で
し
た
。
他
、
そ
の
時
々
の
後
援
会
る
こ
と
で
、
中
小
企
業
の

方
も
そ
の
議
員
を
応
援
し
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
現
在
、私
を
応
援
し
て
く
と
村
井
議
員
の
動
き
を
知
経
営
状
況
を
深
く
知
る
こ

て
い
ま
し
た
の
で
、
同
じ
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
だ
さ
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ま
ざ

選
挙
区
内
で
二
つ
の
後
援
後
援
会
設
立
は
諦
め
て
い
が
あ
り
ま
す
が
、「税
理
士
的
に
「税
理
士
に
よ
る
村
ま
な
業
界
の
現
状
や
課
題

会
を
作
る
こ
と
は
難
し
い
ま
し
た
ね
（笑
）
。
そ
ん
に
よ
る
後
援
会
」
は
特
別
井
ひ
で
き
後
援
会
通
信
」
点
も
教
え
て
い
た
だ
け
る

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
私
な
矢
先
、
深
津
先
生
が
多
に
嬉
し
い
存
在
で
す
。

　

を
作
成
・発
行
し
て
お
り
の
で
、
勉
強
に
な
る
こ
と

■
後
援
会
行
事
は
盛
り
沢
山

　

ー
ー
国
政
報
告
会
・定
迎
賓
館
や
日
本
銀
行
な
ど
改
正
陳
情
や
、
確
定
申
告
人
強
に
、
対
談
記
事
を
読
報
な
ど
企
画
い
た
だ
け
れ

期
総
会
等
の
開
催
に
つ
い
の
見
学
会
も
行
い
ま
し
期
の
税
務
相
談
会
場
視
察
ん
で
い
た
だ
き
た
い
、
と
ば
い
つ
で
も
対
応
し
ま

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
た
。
ま
た
、
村
井
議
員
主
を
通
し
て
、
税
の
現
場
を
添
書
き
を
し
ま
し
た
す
。
（笑
）
。
そ
れ
く
ら

「喜一－－款

　

村
井
議
員
の
お
陰
催
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
し
っ
か
り
と
見
て
い
た
だ

（笑
）
。
も
ち
ろ
ん
後
援
い
税
理
士
の
先
生
方
を
信

で
後
援
会
の
行
事
は
本
当

　

ヨ
ン
や
税
制
改
正
セ
ミ
ナ
き
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
会
通
信
に
も
記
載
し
ま
し
頼
し
て
お
り
ま
す
。

に
盛
り
沢
山
で
す
。

　　

ー
に
参
加
し
、
勉
強
さ
せ

を
く
だ
さ
り
ま
す
。
後
援

た
。

　

定
期
総
会
、
国
政
報
告
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

△姦
年
１
回
必
ず
実
施
し
ク
リ
ス
マ
ス
△奪
の
参
加

　

■
後
援
会
の
夢
は
村
井
総
理
誕
生

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

も
し
て
お
り
ま
す
。

祝
賀
会
兼
意
見
交
換
会
、

　

そ
の
他
、
毎
年
の
税
制
ー
ー
後
援
会
設
立
後
印
象
バ
ー
に
、
事
務
所
開
き
や
し
た
際
、
後
部
座
席
を
私

　　　　　

　　　

　　　

　　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　

　　　

　

．１ｒ

　

．．
：

　　

．

　　

Ｌｆ
′十十１

　　　

　　　
　
　

　　

　

　

　　　
　

　　　　　

　

　　

　
　　

　　

　

　
　
　
　
　

ぴ了

　

残

，

、
街
頭
演
説
会
へ
の
積
極
的
達
に
譲
り
・
村
井
議
員
は

　　　　　

昨
年
実
施
さ
れ
た
衆
議
院
な
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
助
手
席
に
乗
る
な
ど
の
気

　　　　　

議
員
総
選
挙
の
支
援
に
つ
た
。
村
井
議
員
を
国
政
の
配
り
が
で
き
る
議
員
で

や

　　　　

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
場
に
送
る
手
助
け
が
で
す
。
良
い
意
味
で
「国
会

　　　　　

い
。

　　　　　　　

き
、安
堵
し
て
お
り
ま
す
。
議
員
の
先
生
」
と
い
う
印

　　　　　

園
鎧

　

昨
年
実
施
さ
れ
た

　

ま
た
、
印
象
に
残
っ
て
象
は
受
け
ま
せ
ん
。
国
会

　　　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

デ

　

ー疑

ら
の
要
請
に
よ
り
・
選
挙
者
向
け
コ
ロ
ナ
対
策
資
か
な
数
値
を
含
め
・
ポ
イ

　　　

欄伽跡勘賊臥評欄鯛鋭い鍋廿瞳勲艇餌侭噌畑総勤野趣鰹随員でー断勧勤

　　　　　

ー
ル
作
成
、
選
挙
事
務
所
い
た
こ
と
で
す
。
会
員
の
に
驚
嘆
し
ま
し
た
。
今
で

ま
す
。
余
談
で
す
が
、
今
ば
か
り
で
す
。
ど
ん
ど
ん

年
の
年
賀
状
に
は
日
税
政
交
流
す
る
機
会
を
作
っ
て

会
報
が
届
く
知
人
３
０
０
く
だ
さ
い
。
日
税
政
の
会

令和４年（２０２２年）２月１日 （火曜日） 徳三種郵便物鋼）



ー所得税の達人

個人の申告する所得税の申告書・決算書・内訳書・
その他の添付書類を作成できます。

　

す
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。特
に
、

　　

「果
実
の
分
配
」か
ら
「負

　

担
の
分
配
」
の
時
代
に
入

　

り
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
誰
で

　

も
簡
単
に
政
治
を
批
判
的

　

に
論
じ
ら
れ
る
現
在
は
な

会
お
さ
ら
で
す
。
少
し
で
も

綴
蔓

を
す
る
と
内
閣
支
持

　　　　　　　　　　　

　

し
ま
す
。

　　

実
は
、
２
０
０
０
年
以

　

降
で
、
安
定
的
に
政
権
が

　

運
営
で
き
た
の
は
小
泉
政

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

深 津 後 援 会 長

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■
税
理
士
の
先
生
と
過
ご
す
時
間
は

有
難
く
嬉
し
い

　　　　　　　　　　　　

権
と
第
二
次
安
倍
政
権
の

　　　　　　　　　　　　　

２
つ
く
ら
い
で
す
。
ほ
と

（４
面
か
ら
続
く
）

　　

得
る
逸
材
」
と
評
価
を
い
ｍ副
ー脚

　

後
援
会
設
立
か
ら
た
で
す
。
お
陰
様
で
４
度
ん
ど
の
政
権
が
１
年
程
度

政
策
能
力
は
３
本
の
指
に
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
ご
苦
労
さ
れ
た
深
津
先
生
目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
で
終
篇
し
て
い
ま
す
。
宮

入
る
」
と
言
わ
し
め
、
河
の
お
言
葉
は
後
援
会
共
有
に
そ
こ
ま
で
言
っ
て
い
た
が
で
き
ま
し
た
。
深
津
先
邸
主
導
の
時
代
と
言
わ
れ

野
前
ワ
ク
チ
ン
担
当
大
臣
の
夢
で
あ
り
、
私
が
生
き
だ
き
、
感
慨
深
い
で
す
。
生
、
後
援
会
の
皆
様
の
期
ま
す
が
、
安
定
政
権
を
作

か
ら
は
「近
い
将
来
、
大
て
い
る
間
に
は
期
待
に
応
選
挙
支
援
に
関
し
て
も
何
特
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
る
の
は
本
当
に
難
し
い
で

臣
は
も
と
よ
り
埼
玉
県
初
え
て
く
だ
さ
る
と
信
じ
て
か
ら
何
ま
で
支
援
し
て
い
引
き
続
き
頑
張
っ
て
参
り
す
。
安
定
し
た
政
権
の
も

の
内
閣
総
理
大
臣
と
な
り
お
り
ま
す
。

　　　　

た
だ
き
、
大
変
心
強
か
っ
ま
す
。

と
で
な
け
れ
ば
、
経
済
政

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

策

・
社
会
政
策

・
外
交
政

て
、
適
切
な
政
権
運
営
を
策
等
に
関
し
て
、決
し
て
、

行
う
こ
と
で
安
定
し
た
政
充
実
し
た
政
策
作
り
や
議

治
を
実
現
し
た
い
で
す
。
論
は
で
き
ま
せ
ん
。
政
権

禁 全国税理士デ州信協同船連畿 闘 ２８
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１・”－対応帳票か（一率９８％ 達成！
１法人税の達人

法人税（国税）と地方税の申告書を作成できます。
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■
政
治
家
と
し

て
の
理
念

　　　　　　

行
ぅ
こ
と
で
安
定
し
た
政
充
実
し
た
政
策
作
り
ゃ
議

令和４年（２０２２年）２月１日 （火曜日）

ー
ー
村
井
議
員
の
政
治
家
税
制
に
つ
い
て
も
、
政
策
げ
る
こ
と
は
、
私
の
政
治

　

私
は
現
在
、
内
閣
総
理
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
、

と
し
て
の
理
念
・想
い
を
に
よ
る
税
制
措
置
（租
税
家
と
し
て
の
大
き
な
目
標
大
臣
補
佐
官
と
し
て
、
岸
こ
の
国
に
と
っ
て
真
に
必

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

特
別
措
置
）
は
、
賃
上
げ
の
一
つ
で
す
。

　　　　

田
総
理
の
下
で
仕
事
を
さ
要
な
施
策
を
実
現
し
て
い

滞留
卿

　

ま
ず
、
税
に
関
し
促
進
税
制
の
よ
う
な
も
の

　

ま
た
、
税
を
離
れ
て
申
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、

て
申
し
上
げ
る
と
、
税
制
に
限
定
す
べ
き
で
す
。

　

し
上
げ
れ
ば
、
国
民
の
皆
す
。
総
理
を
見
て
い
て
感
全
力
で
岸
田
総
理
を
支
え

度
は
、
国
の
形
そ
の
も
の

　

ま
た
、
税
制
は
、
常
に
様
の
支
持
を
基
盤
と
し
じ
ま
す
が
、
国
を
「経
営
」
て
い
き
ま
す
。

貯嗣吻ど埼悌加療釈坪
梱搬期蝋心捌幅轄胡蝋
圏闘ひ^
糊稿ｍｍ“”且宙車帥豚総卿橿せ十八日－存じ田同工処下、

な
る
よ
う
な
税
制
優
渥

で
す
。
政
治
分
野
に
ぉ
け

　　

支

え

る

仕

事

置
は
極
力
少
な
く
し
て
、
る
様
々
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
の

公
平
・中
立
な
仕
組
み
を
利
害
調
整
の
結
果
、
制
度
１
１
日
々
緊
張
感
が
あ
る
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
し
た
り
お
手
伝
い
を
し
て
、
国
の

目
指
す
べ
き
と
考
え
て
い
が
複
雑
に
な
る
こ
と
も
、
中
で
お
仕
事
さ
れ
て
い
る
と
日
々
の
仕
事
か
ら
解
放
た
め
に
働
い
て
い
る
よ
」

ま
す
。

　　　　　　

ま
ま
あ
り
ま
す
が
、
現
実

と
思
い
ま
す
が
、
リ
ラ
ッ
さ
れ
る
時
間
で
す
。

　　

と
言
う
と
、
頭
の
中
が
闘

そ
も
そ
も
、
政
治
は
経
．の
運
用
ま
で
視
野
に
い
ク
ス
方
法
を
お
聞
か
せ
く

　

長
男
か
ら
は
最
近
よ
く
い
ご
っ
こ
で
い
っ
ぱ
い
の

済
に
で
き
る
だ
け
介
入
す
れ
、
国
民
の
皆
様
に
分
か
だ
さ
い
。

　　　　　

「お
父
さ
ん
の
仕
事
は
何
長
男
か
ら
は
、
「岸
田
総

べ
き
で
な
く
、
市
場
が
失
り
や
す
い
簡
素
な
仕
組
み
ー副
端

　

子
供
が
３
人
い
ろ
を
し
て
い
る
の
」
と
言
わ
理
の
敵
は
誰
な
の
か
」
と

敗
し
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
を
目
指
す
べ
き
で
す
。

　

の
で
、
子
供
達
と
遊
ぶ
こ
れ
ま
す
。
岸
田
総
理
が
頻
言
わ
れ
、
答
え
に
窮
し
た

ス
に
限
り
、
施
策
を
講
ず

　

中
立
・公
平
・簡
素
な
と
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
で
繁
に
テ
レ
ビ
に
出
る
の
り
し
て
い
ま
す
（笑
）
。

る
べ
き
で
す
。そ
の
た
め
、
美
し
い
税
体
系
を
創
り
上
す
。
た
わ
い
も
な
い
話
を
で
、
私
が
「岸
田
総
理
の

係
性
は
素
晴
ら
し
い
も

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

限
り
あ
る
紙
面
の
た
め

、
≦

　　　

・
援
会
と
村
井
議
員
の
関

全
て
掲
載
で
き
な
い
の
は
残
念
で
す
。
本
企
画
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
村
井
ひ
で
き
事
務
所
の

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
後
援
会
会
長
ほ
か
関
係
各
位

に
改
め
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

村
井
議
員
の
後
援
会

は
非
常
に
活
発
で
、
後

後援△寿
策委
員
長
河
合

省
吾

対
談
を
終
え
て

ー
ー
最
後
に
村
井
議
員
と
有
難
く
嬉
し
い
で
す
。

　

大
切
で
あ
り
、
後
援
会
通

深
理
後
援
会
会
長
か
ら
税
岡進
一

　

後
援
会
活
動
と
い
信
も
そ
の
情
報
交
換
の
一

理
士
政
治
連
盟
や
後
援
会
う
と
政
治
活
動
や
一方
的
旦
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

に
つ
い
て
望
む
活
動
が
あ
な
支
援
と
理
解
さ
れ
が
ち
派
手
さ
は
な
く
て
も
そ
う

れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
で
す
が
、
今
後
目
指
す
当
し
た
活
動
を
地
道
に
進
め

い
。

　　　　　　　

後
援
会
像
は
、
村
井
議
員

て
い
け
ば
、
村
井
議
員
の

欄間ー園

　

毎
年
、
税
制
改
正
と
後
援
会
員
同
士
が
後
援
若
さ
溢
れ
る
情
熱
と
日
頃

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
会
活
動
を
通
じ
て
家
族
の
の
政
治
活
動
で
の
活
躍
、

す
が
、
ご
意
見
を
い
た
だ
よ
う
に
何
で
も
話
や
相
談
加
え
て
優
れ
た
人
柄
を
知

く
こ
ろ
に
は
税
制
改
正
の
が
で
き
、
お
互
い
に
心
通
る
こ
と
が
で
き
、
後
援
会

方
向
性
が
固
ま
っ
て
い
た
じ
合
え
、
支
え
合
え
る
村
活
動
の
賛
同
者
も
更
に
増

り
も
し
ま
す
。
一度
、
方
井
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
構
築
で
え
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

向
性
が
固
ま
っ
た
後
に
、
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。結
果
と
し
て
、後
援
会

そ
れ
を
変
え
る
こ
と
は
莫

す
。

　　　　　　　

の
活
動
も
活
発
と
な
り
、

大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

　

村
井
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
つ
村
井
議
員
の
政
治
活
動
を

で
す
。
そ
れ
を
考
え
る
と
な
ぐ
に
は
血
液
が
必
要
で
支
援
す
る
目
的
が
達
成
で

「税
の
世
界
で
こ
の
よ
う
す
。
具
体
的
に
は
相
互
情
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
事
が
起
き
そ
う
だ
」
、
報
の
交
換
の
場
所
や
、
そ

　

当
後
援
会
も
村
井
議
員

「こ
う
し
た
改
正
を
実
現
の
情
報
の
提
供
の
役
割
を
の
活
躍
に
負
け
な
い
よ
う

し
た
い
」
と
い
う
こ
と
が
後
援
会
が
果
た
せ
れ
ば
と

「で
き
る
こ
と
を
で
き
る

あ
れ
ば
、
前
広
に
税
理
士
思
っ
て
い
ま
す
。

　　　

範
囲
で
し
っ
か
り
協
力
さ

会
・後
援
会
・国
会
議
員

　

村
井
議
員
は
、
率
先
し
せ
て
い
た
だ
く
」
こ
と
と

が
密
に
な
り
、
議
論
す
る
て
税
理
士
に
と
っ
て
有
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
重
ね

こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
な
情
報
を
提
供
い
た
だ
い
て
税
理
士
会
へ
の
ご
理
解

い
で
し
ょ
う
か
。

　　　

て
お
り
心
強
い
限
り
で

・
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

　

私
は
税
制
に
つ
い
て
考
す
。
そ
ん
な
村
井
議
員
の
上
げ
ま
す
。

え
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
政
治
活
動
や
人
と
な
り
を
十
十
本
日
は
あ
り
が
と
う

率
直
に
楽
し
い
で
す
。
た
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

だ
税
の
話
は
専
門
的
な
の

で
、
誰
と
で
も
議
論
で
き

る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
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嬉
し
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と
い
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ベ
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あ
り
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つ
、
純
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に
先
生
方
と
過

ご
す
時
間
が
私
に
と
っ
て
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ご写真で見る目税政・日税連の税理主法改正陳情活動

坂井学議員（自民・神奈川５区・税
調幹事）

小潮優子議員（自民・群馬５区・税
調副五長め

ゞ

　　　　　

，

　　　　　　　　　　　

二～／」－－
：、も

　　　　　　　　　　　

‐
中川雅治議員（自民・東京都選挙区
・税調副会長）

断
Ｌ－－，
ｉ
，

　　　　　 　

鷲藤健議員 （Ｅヨ圧…・千葉７区・税調
幹事）
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日当
ー豪三つ瀞

　　

　
　
　
　
　
　　　　
　

うえの賢一自腹議員 （自民・｝滋賀２区
・税調幹事）

山口俊一議員（自民
調冨り会長）

↓トニー

　

　

　　　　　　　
徳島２区・税

　

昨年１２月２４日に閣議決定された令和４年度税制改主に大綱において、「税
理士ｆ制度の見直し」 が明記され、 １月１７日に開幕した通常国会にて改正
法案が提出さ橋こ。日税政・日 縄 は税理士法改正実現のため、与党税
制調査会等の国会議員に陳情をネ い、理邑ゑ梓を求めてきた。
以下、陳情活動の写真を掲載し、活動の模様を紹介する

　

０順不同）。

－

　　　

１

　

▼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

呈矧ぎ鯛せき一 驚，
田中和徳議員（自民
税調副会長）

甘利明議員（自民・比例南関東
調顧罷め

　　　　　　　　

　

ニキ

　

ビ

　　

、 、１１
　

　　　　　　　　　　　

　　

． よん‐詞，

　

　

　

　

　　

　　　　　
　

　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　　　　

　　
石田真敏議員（自民・
税調小委員駅理）

滝…皮宏 煽 員（自民・福井県選挙区
・税調幹尊書）

　

　　　　　　　 　　　　

　

　

’さｉキー

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

伊藤渉議員（公明・比例東海ト税調
事務局長）

循青藤秦省Ｅ士虫隅議巨亘（ＥヨＥＥ・メごけ２１１Ｋ
零莞笥間冨りう会長め

－・，」

　

西田実仁一議員（公明・埼玉県、璽挙区
・税調会長）

：．」巨…≧三三：三

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

神奈川１０区・

根本匠議員 （自民・福ｉ島２区・税調
副会長）

稲津久議員 （公明・北海道ｌｏ区・税
調副会長）

達ｉＲ一郎議員 （自民…・岡山１区
調副ョ会長め

税

　　　　　　　　　『

　　　

ず１．

　　　

　　

　

　　　

；‐‐，ーｒ－；！

　

－－

平井卓也議員（自民・比例四国・税
調副会長）

をｒ

　　　　

－蝦

　　　　　　

；も

　　　　　　　　　　　　　　　　　

～　　　　　 　
　　　
　

　　　　
　

　

　

森山裕議員（自民・鹿児島４区・税
調副会長）

新藤義孝議員 （自民…・埼玉２区・税
　　　　　　

こやり隆史議員（自民・滋賀県選挙
区・税調幹事）

　

　
‐ノ▼熱影響基
　　　　

　

－－

　　

＼

　　　　　　　　　

…

　

　
　 　

　　　

　　

　

　

金田勝年議員（自民・比例東北・税
調副ョ会長め

・副議題…

二

　　　　　

“

　　　

－

も ぎ瀞峡
Ｌ・，

ノーヒーｒ ず＞， ヒ

　

こと も〆；！－

村上誠一良Ｂ言議員 （自民
税調冨鰐会長動

愛媛２区・ 庭鼓Ｒｉ洋一議員 （自民…・広島県選挙区
・税調会長め

古川康議員 （自民…・比例り方しチＮ・税調
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　 　
　－－姻 剛 概 観 真 員

　

，

日本税理士会連合会
公益財団法人日本税務研究センター

本賞は、租税等に関する研究の奨励及び研究水準の向上等を目的として、租税等に関する未公表論文及び既公表論文・著書を公募し、
秀逸と認められたものを表彰しています。

１．応募論文・著壷の範囲

　

租税法、租税制度、租税論、税務行政、税理士制度及び税務会計に

　

関する未公表の論文及び既公表の論文・著書。
２．未公表論文

　

本賞のために日本語により執筆（共同執筆を除く）されたもので本賞表

　

彰式が終了するまでの闇、し、かなる媒体にも公掃きされることがなし、もの。

　

○研究者の部：３６，０００字～４４．０００字

　

◎税理士の部：１８，０００字～２２，０００字

　

◎事務家の部：「８，０００字～２２，０００字

　

①一般の部：「４．４００字～「７．６００字 （字数厳守）

　

・Ａ４判（４０字×３０行、横書き、１０．５ポイント）

　

・本文・脚注・図表以タト（表紙・目次・写真・参考文献等）については、

　

文字数に含めない。

　

‐図表は、１ページ及び１ページの半分を超えて１ページに満たないものは

　

１．２００字とみなし、１ページの半分に満たないものは６００字とみなす。

　

・当該論文等及び要旨と同内容のデータ（ＣＤ－Ｒ）を併せて提出。

３．既公表論文・著警

　

論文を内容とするもので、２０２「年内に公表・刊行された日

　

本語によるもの（共同執筆を除く）。２０２０年以前に公表の

　

論文が含まれる論文集、単なる実務上の解説蕃の域を出てい

　

ないもの、改訂版、翻訳物及び辞（事）典類は含めない。

　

１年を超える連載論文又は著書からなるものについては、

　

運載又は刊行完結が２０２１年内のものを対象とする。

４．２・３共通事項

　

・論文・著書とは別に１．６００字以内（Ａ４判）の要旨を添

　

付すること。ただし、 箸答については、「はしがき （序

　

文）」をもって要旨に代えることができる。

　

・応募論文等のうち本賞以外に応募したもの及び形式基準

　

を満たしていないものは受け付けない。

鎌 園 ２０２２年２月１日～３月３１日※必着

＜末公結表論文＞
○研究者の部
最優秀…１５０万円・１点
優

　

秀…５０万円・２点
入

　

選…２０万円・２点
◎実務家の部
最優秀…１００万円・「点
優

　

秀…５０万円・２点
入

　

選…２０万円・２点
＜既公鰻表論文・著書＞
○研究者の部
特別賞…５０万円‐２点
奨励賞… ２０万円・２点

◎税理士の部
最優秀…１００万円‐１点
優

　

秀…５０万円・２点
入

　

選…２０万円‐２点
０÷般の部
最優秀…

　

５０万円・１点
優

　

秀…２０万円・２点
入

　

選…「０万円・３点

◎税理士・実務家・一般の部
特別賞…

　

５０万円・２点
奨励賞…

　

２０万円・２点

【応募の際必ず応募要領・応募票を、日税研ホームページからプリントアウトするか、または、日税研にご請求ください。】

公益財団法人日本税務研究センター

　

第４５回「日税研究賞」係

　

ホームページ

　

ｈｔｔｐｓ：／／ＷＷＷ．ｉｔｒｉ．ｏｒ．」Ｐ
〒「４「‐００３２

　

東京都品川区大崎１丁目１１番８号

　

日本税理士会館ＩＦ

　

ＴＥＬ０３（５４３５）０９１２（代）

　

ＦＡＸ．０３（５４３５）０９１４

＜委員長＞
金 子

　　

宏（東京大学名誉教授）
村

　

井

　　

正（関西大学名誉教授）
神

　

野 直 彦（東京大学名誉教授）
他に選考委員として学識経験者約２０名

＜発表＞２０２２年７月ｍＢ（日）までに文書で通知し、
授賞者は表彰、優秀な論文については公表します。

赤羽一嘉議員 （｛公明・兵庫２区・税
調会長代理）

山本有一議員（自民・比例四国・税
調副会長）
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全 税 共 の 事 業をご利用ください

　

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　

　

　　

　

　　　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　

充実したプランで関与 先を応援

　　　　　　

税理士・事務所職員、関与先等関係者のための

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

Ｗ１１嘘当謹 蝋艶：圏

　

ｉ全税共年金闘撒鋤

　　　　

掛捨の割安な保険料で入院や手術を含む総合的な保障をす

　　　

１．掛金は月々１万円から｛

経営者大型保険（集団扱定期保険）

　　

＜全税共年金の特長＞

　　　　

る保険です。経営者に万■のことがあったとき、大型の保障で

　　　　　

生活設計に合わせて掛金を自由に設定できるため、無理なく

　　　　

企業を守ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

無駄なく将来の設計ができます。

コ

　　　　

●経営者 保険総合プラン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

月

　

払

　

１口５千円で２口以上４０口まで

　　　　

働きざかりの経営者等の生涯保障や、役員・幹部社員の退職金

　

１鯖 鞭翼ＩＰよう、終身保険、養老保険など多彩な商品

　

新規力臥 撚 を墨書霊議 定 靭 峨で

　　

ｉ

　　　

●経営者スー パープラン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－括払のみの加入はできません

　　　　　

ガンなどの生活習慣病保障に重点をおいた保険や高度先進

　　　　　

月 払 銅
５千円以上

　　　　

医療保険、介護保険など様々なニーズに応える医療保険全般

　　　　　

を用 意 して います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

増

　　

口

　　　　　

１口１０万円以上

　　　　　　　　　　　　　　

＜募集保険会社＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一括払

　

一括払のみの増口も可能

　　　　

・朝日生命 ・第一生命

　

●日本生命

　

●ジブラ」しタ生命

　

●エヌエヌ生命

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

年２回（１．．７月）及び年金請求時

　　　　　

●明治安田生命

　

●〆ツトライフ生命

　

●住友生命

　

●ＳＯＭＰＯひまわり生命

　　　　　

・アフラック ・アクサ生命 ・富国生命 ・三井住友海上あいおい生命

　　　　　

口 月 払 謬 箭 を 翁 Ｆ
単位で減。可能

　　　　

●オリックス生命

　

●ＦＷＤ生命

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

減

　　　

・団体所得補償保険（無事故戻し２０％）・

　

瞳． ．輯窓３

　　

２．年金の受取方 潤ま３種類

　　　　　　　　　　　

！

　　　　　

突然の病気やケガで就業できなくなったときの収入を補償

　　　　　　　

給付金請求時に次の３通りから選択できます。

　　　　　

引受保険会社／損保ジャパン、 東京海上日動火災

　　　　　　　　　　　　　　　

１）１０ 年確 定 年金

　　　

●団体長期障害所得補償保険ＩＣニューニコ宝霊３

　　　　　

２）１５年確定年金

　　　　

長期にわたる就業障害時の収入を補償

　　　　　　　　　　　　　　　

３）１０年保証期間付終身年金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※年金に変えて一時金でも受取ることが

　　　　　　

引受保険会社／損保ジャパン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

できます。

　　　

・新．団体医療保険にニュー＝；宝霊３

　　　　　　　

３．掛金の運用

　　　　

入院１日目から補償、日帰り入院も補償

　　　　　　　　　　　　　　　

加入者の皆様からお預りした掛金は、各取扱保険会社の引受

　　　　

（一入院最高１２０日、通算１′０００日まで補償）

　　　　　　　　　　　

割合および予定利率（Ｒ３．３月現在 加重平均１．２６％）に基づき各

　　　　

ー

　　　　　

引受保険会社／損保ジャパン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

取扱保険会社が運用しています。毎年の運用実績が予定利

　　　　

●介護・がん補償保 険

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

率を上回った場合には、配当が上乗せされます。

　　　　

要 介 護３ 以上 で年 金 方式 の 保 険金。１年 更新の加 入で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　

がん診断保険金など様々な補償があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜取扱保険会社＞

　　　　　　

引受保険会社／東京海上日動火災

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●第一生命 ●明治安田生命●日本生命●住友生命●富国生命

　　　　　　　　　　　　　　

お問い合わせは全税共事務局、または上記保険会社へ

　
　　　　

　　

　　 　 　　

　　

　

　　　　　

事務所の収入ＵＰ！税理士Ｖ．Ｐ代理店になって全税共の保険を推進しよう！

　　　　

推進キャンペーンＺＩ

　　　　　　　　　

年度末特別キャンペーン

　　　　

対

　　

象：税理士会会員

　　　　　　　　　　　　　　　

対

　　

象：税理士Ｖ１Ｐ代理店

　　　　

期

　　

間：２０２２年，月，日～，２月３，日

　　　　　　　　　

期

　　

間：２０２２年１月１日～３月３１日 ４ 蟹濫１ＩＥ割ＩＥ区納彊ゴーｉＥ間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

対象契約：期間中に成立した全税共扱いの保険契約

　　　　

奨励基準：期間中に税理士Ｖ１Ｐ代理店登録

　　　　　　

表彰基準及び賞品：件数や月額保険料に応じて

　　　　　　　　

した方にギフト力．ド（１万円）を贈呈

　　　　　　　　　　　　　　

ギフトカード（１万円～３０万円）を贈呈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

」

　　　　　　　　　　　　　　　

※各賞は重複表彰しない。※年払契約の場合は、年払保険料の１２分の１を計上。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※全税共年金の一括払の保険料は、１００分の３を計上。

全 国 税 理 士 共 栄 会

　

潤 伽２東京都品川区大崎排８日本税理士会館４階ＴＥＬ姫（醐）細（代）ＦＡ棚 桝０脇３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「

　

全税共の事業は、ホームページでご案内しています。 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｚｅｎｚｅｉｋｙｏ．ｃｏｍ／
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第５６８号

　　

（８）

ｉ

．

　　　　

‐

１

　　　　

病気ゃヶガにょる◎葛巻謹聴の聴きゃｄ猷＠擾＠◎＠灘◎などを◎◎

　　　

万一の備ぇに全 税 共 の 保 険

　　

１保繋璽響ト′団体所得補償保 険 醗総 鰍鰍嚇蹴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

東京海上日動火災保険株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．
安心の高額補償

税理士には月額最高２００万円

無事故戻し２０％

保険期間中無事故の場合
払込保険料の２０％をお戻し

※中途脱退の場合、お支払いは
ありません。

１日目から入院保険金をお支払い

基本補償１日２０，０００円

通院補償

通院日額１日１２，０００円
※病気による入院４日超で退院後の通院、
ケガによる通院は９０日を園奏で補償

弁護士費用補償

　

被害事故、人格権侵害、借地借家、
遺産分割調停、翻Ｂ姪爺調停などのトラブル時

　

ラ封律相談費用通算１０万円限度、
弁護士委任費用通算３００万円限度

天災危険も補償
地震、噴火またはこれらによる
津波などの天災による就業不能

※傷害死亡・後造障害の補償は
損害保険ジャパン株式会社の
みの取扱いとなります。

手術補償

　

重大手術８０万円、
それ以外の入院中の手術に

　

４０万円をお支払い

　　　　

※外来での手術は１０万円

介護状態となった時、
一時金をお支払い

自宅療養も補償

　

入院だけでなく

医師の指示に基づく
自宅療養も補償

介護・がん補償保険
介護補償のみ、がん補償のみでもご加入が可能です。

介護補償

家族で加入

医師の審査は不要。
ご家族、ご両親も

ご加入いただけます。

年金払方式

要介護３以上で

最大１０年間００回）

保険金をお支払い

最大１，０００万円

年額１００万円タイプで

　　

最長１０年
受け取った場合、
最大１，０００万円の

　　

保険金

年更新

　

１日目からお支払

通算支払期間１，０００日

保険金通算支払期間
１，０００日に達するまで

　　

契約は継続

騰麹一新・団体医療保険

　　　　　　　　　

医療保険基本特約・疾病保険特約・傷害保険特約

　　　　　　　

・がん保険特約・介護一時金支払特約等セット団体総合保険

基 本 補 償（縞式ゃヶガにょる）※ＭＢ型に４口ご加入の場合

引受保険会社 東京海上日動火災保険株式会社

※このご案内は概要についてご紹介したものです。ご加入にあたっては「重要事項等
説明書（契約概要・注意喚起情報）」をよくお読みください。
詳しい内容については下記の取扱代理店までお問い合わせください。

　　　　　　

，一皿 皿蝋劃－榊－
ｒゴー１１取扱代理店（お問い合わせ‐資料請求先）

株式会社全税共サービスＴＥＬ．０３（５７４０）８３６４
〒１４１‐００３２

　

東京都品川区大崎１‐１１－８ 日本税理士会館４階

＜受付時間：９：００～１７：００（土・日・祝日を除きます。）＞

株式会社日税サービスＴＥＬ．０３（５３２３）２１１１
〒１６３‐１５２９

　

東京都新宿区西新宿１－６‐１

　

新宿エルタワー２９階
＜受付時間：９：００～１７：３０（土・日・祝日を除きます。）＞

ー１

　

１

　　

ー１

　

１ー

　　

．‘．

５」２１‐１１７９０（２０２２カ月９） ２１‐Ｔ（０８５８３（２０２２年１月作成）

（注１）「先進医療」とは、病院等において行われる医療行為のうち、一定の施設基準

　　

を満たした病院等が厚生労働省への届出により行う高度な医療技術をいし、

　　

ます。対象となる先進医療の種類については、保険期間中に変更となるこ

　　

とがあります。詳しくは厚生労働省ホームページをご覧ください。

　　

（ｈｔｔｐｓ：／／ｗｖｖｗ，ｍｈーｗ，９０，ｉｐ／ｔｏｐｉ（５／ｂｕｋｙｏｋｕ／ｉｓｅｉ／５ｅｎｓｉｎｉγｏ／ｋｉｋａｎ，ｈｔｍ１）

（注２）１．初めてがんと診断確定された場合

　

２．がんが完治後、再発・転移した場合

　　

３．がんが新たに生じた場合

　

４．急′慢Ｄ筋こうそく（再発性心筋こうそくを含みま

　　

す。）または脳卒中を発病し、入院を開始した場合に保険金をお支払いします。

引受保険会社 損害保険ジャパン株式会社

－部の精神障害も補償

気分障害（操病、うつ病等）、

　

統合失調症などの

　　

精神障害も補償

がん補償
先進医療・臓器移植画補償

病気やケガで・先進医療（注１）や
臓器移植術を受けた費用を補償

三大疾病診断補償

　　　

介護サポート

がん補償上乗せパック

　

がんになった時、

　

診断から退院まで

　

トータルに補償

がん診断保険金１００万円等
※外来治療日額５，０００円

　　　

（４５日限度）

医師の診査不要

ご加入は健康状態の

　

告知のみでＯＫ

※告知の内容によってはご加入の
制限がかかる場合があります。

１年毎に更新する

　

タイプのため

　

必要な時だけ

加入することも可能

加入年齢

新規加入は満７９歳、
継続加入は満８４歳
※関与先の場合は、新規・継続加入
ともに６９歳まで。但し東京海上

　

日動は新規７９歳・継続８４歳まで。

　

入院保険金は

　　

１日目から

支払日数の制限なく
お受け取りいただけま夷

オプションも充実

日数限度のない

通院保険や
患者申出療養の
技術料支払など

全国税理士共栄会 〒１４１‐００３２東京都品川区大崎１‐１１‐８日本税理士会館４階

　

全税共の事業は、ホームページでご案内しています。

ＴＥＬ。３（５７４０）８３３１（代） ＦＡＸ。３（５７４０）８３３３

　　

ｈｔｔｐ：／／ｖｖｖｖｗ．ｚｅｎｚｅｉｋｙｏ．ｃｏｍ／


